o 全□センサー搭載 

ンヴーコン □ 

パ DWi ステー7ル 

取巧説明書 


^呆 E 書付 I 

品名： PA -28 F 
PA - K 25 CF 


@91天ぷら油過熱防止機能 

調理油の過熱を防止するため、温度センサー 
び消乂温度になると自動的にガスを止め消乂 
します。 


焦げつき消义機能 

煮物などの調理時になべ底び焦げつさはじめ 
ると自動消乂します。（なべの材質、調理物の 
種類、乂力によって焦げの程度は異なります。） 


このたびはガステープルをお求めいた 
だをまして、あ0びとラございまず。 

♦正しく安全にお使いいただくために、 
ご使用前にこの「取扱説日月書」をお 
ず最初か S 順番にお読みいたださ、 
よく理稱してくださるよラお願いい 
たします。また、この「取扱説明書」 
をいつでちすぐに取り出せるところ 




消し忘れ消义機能 

万一の消し忘れのために、点火後、約] 2□分 
経過すると自動消乂します。高温での調理び 
続いた場合には、約3□分で自動消火します。 


1巨ミ迂 i フッ素コートトッププレート 

煮こぼれちヴッとひと拭さでお手入れでさます。 


に大切に保管しておいてください。 
♦この「取扱説明書」に書かれている 
内容1•ソ外ではご使用にな S ないでく 
ださい。 

参「取扱説明書」を紛失された場合は 
お近くの当社までお問い合わせくだ 
さい。 


る部のなまス 


をこんろ 
(八イカ□リーパーナ) 

ごと< 

トッププレート 



本体表示 

(使用上のを意の表示) 


操作つまみ(左こんろ) 


操作つまみ(ちこんろ) 


Paloma 

〇 


ガス接続 □ 

右こんろ 
應準バーナ） 

受け皿 


銘板 

(ガス種の表示） 


おしらせサイン 


電池ケース 




























广) ままに正しくおほいいただくために 

若 必ずお守り<だをい 

製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにこの取 
扱説明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A を巧 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害のみ 
の発生び想定される内容をホしていまず。 


絵表示について次のよラな意はびあります。 


G ® ® 

一般的な禁止义気禁止接触禁止 


の逸^ 〇爲 

分解禁止発义ミち意必ず巧ラ換気必要 


• A を巧 


ガス漏れ時使用厳禁 

ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業ち）の 
処置び終わるまでの間、絶対に义を付けたり電気器具 
(換気扇その他）のスイッチの入■切や電源プラグの 
なさ差しおよび周辺で電話を使用しないでください。 
炎や乂花で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 

① すぐに使用をやめ、ガスをを閉める。 

(つまみのないガス栓の場合はガスを 

から接続具をはずす） 

② 窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③ お近くのガス事業をまで連絡する。- 



A 警告 


機器の銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）の適合を確認する 

表示のガス種び一致しないと不完全燃焼による一酸 
化炭素中毒になったり、爆発着义でやけどをしたり、 
機器び故障する場合びあります。特に転居した場合 
は必ずガス種び一致しているかお認してください。 

* おわかりにならない場合または合っていない場合 
はお買い上げの販売店かお近<のガス事業ちまで 
ご連絡ください。 




\ 





型式名都巿ガス用 
ガスグループガス消費量 
製鉤.月離ま号製鍾業幹 
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21.10 . ③ N 38 4吕己8已 








































絶対に改造-分解は行わない 


改造-分解は一酸化炭素中毒やガス漏れなどの思 
わめ事故や故障、乂災の原因になります。 


点义操作、消义操作をしたとき 
は必ず炎を確認する。また、使 
用樹ホ機器のガス撞を閉じる 


◎/ /TS \ 

己心 V / ® 


义をつけたまま機器から絶対に離れない、 
が出、就寝をしない 


料理中のをのび焦げたり燃えたりして义災の原因 
になります。とくに天ぷら、揚げわのをしている 
とさはを意してください。 



異常時-緊急時の処置 

①点义しない場合または、使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で消火し 
た場合、地震、火災など緊急の場合はただちに 
使用を中止し、ガス栓を閉じる。（つまみのない 
ガス栓の場合は、ガス栓から接続具をはずず） 

③ r 故障かな？と思ったら」にがい処置する。 

③上記の処置をしても直らない場合は使用を中止 
しお買い上げの販売店かお近くの当社まで連絡 
する。 



①消义 ⑤ガス检を閉じる 


機器の上や周囲には可燃物や引义物 
を置かない、近づけない 

調味料ラック、カーテン、新聞紙、紙袋、ペット 
ボトル、調恶由などは义災の原因になります。また、 
スプレー宙やカセットコン□用ボンベなどは、熱 
でスプレー吿内の圧力び上びり、爆発するおそれ 
びあ0ます。 

•機器の下に新聞紙やビニールシートなどの可燃 
物を敷かないでください。また、電源コードを 
通さないでください。 



ガス接続 

ガス用ゴム管(ソフトコード)を使用する場合は、 
検査合格マークまたは J 旧マークの入っているを 
のを使用し、赤線まで差し込んでゴム菅止めでし 
っかり止める 

ガスコードご使用の場合は、ス U ムプラグおよび 
ガスコードの取扱説明書に従って、正しく接続ず 

①継ぎ足しや二又分岐は絶巧にしない 
③機器の上や下を通さない 

③ 他の熱源などの高温部に触れない 

④ 巧れ、ねじれ、引っ張りなどのないようにする 

⑤ 接続口に巧れやごみびないようにする 
•正しく接続されないとガス漏れの原因になります。 
•ガス用ゴム管、ガスコード L ソ外は耐久性に欠けガス 

漏れの原因になります。 ^ 

於讀 


機器の周囲では引义のおそれのある 
もの使用しない 

スプレー、ガソリン、ベンジンなどは、引火して 
火災のおそれびあります。 



ゴム管はときどき点検して取り曾える 

古くなるとひび割れや差し込み□びゆるくなって 
ガス漏れの原因になります。 



© 










































市販の補助員を使用しない 


巿販の補助員（省エネ性を 
ラたった補助具、市販のア 
ル5はく製しる受け皿、焼 
網など）を使用しないでく 
ださい。一酸化炭素中毒や、 
異常燃焼、点义不良のおそ 
れびあります。また、トツ 
ププレートやごと < のを色、 
変おの原因にもなります。 


- 



戸 A ま局 


ガス事故防止（換気に注意） 

閉めさった部屋で長時間使用しないで、使用中 
は窓を開けるか換気扇を回してください。一酸 
化炭素中毒の原因になります。また、ス I -ーブ 
など他の燃焼機器を長時間使用している部屋で 
お使いの場合は、点乂しにくかったり、正常に 
燃焼しない場合びあります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用 
する場合は、換気扇を回さず窓などを開けて換 
気してください。換気扇を回ずと自然排気式給 
湯器および風呂をの排気ガスび屋内に流れ込む 
おそれびあります。 



爲 


換気必要 


〇 〇 


この機器の点义装置むがの方法では 
点乂しない 

やけどをするおそれび 
ありまず。 



幼巧やルさな子供に触らせない 

思わめ事故の原因になります。 


(S) 


調理むかの用途には使わない 



ごとくをはずして使用しない 


なべなどを直接コン□に 
おいて使用しないでくだ 
さい。不完全燃焼や機器み)^ J 
焼損の原因になります。 


(S) 


〇 〇 


コン□の奥へ手をのばすとき 
は、 パーナに よるやけどや巧 U 

爪吕 I 山1-:モち寸ス 


服への引义に注意する 


点义操作時や使用中は 
パ’ーナ付近に触れたり、 
顔を近づけたりしない 

衣服に炎び移ったり、熱や炎で 
やけどをするおそれびありまず。 



广 Ai 

コン □ 


警告 


を覆ラような大さな鉄板類や 
なべは使わない 


不完全燃焼や機器 
の異常過熱、ごと 
<の変形、トップ 
プレートの損傷の 
原因になります。 



Q 


当社の純正部品を使用する 

巧修用性能部品および補助員は当社の純正部品 
しツ外は使わないでください。それ(外のちのを 
使用した場合の機器の故障、事故については、 
当社では責任を負いかねます。 


〇 


止 

禁 

び 

運 

ち 

持 

の 

後 

直 

用 

使 

中 

用 

使 



ちい因 

持さ原 

まだの 
ま <ど 
たでけ 


す 


調やび 

のてれ 

上れそ 
□倒お 
ン 'かる 


いいや旷 n どすも 
つな' り' なを ま 
びば災なた物ど〇 
义運义とま理けぁ 


〇 








































































■ A ま意 

使用中や使用直後は 
操作部むがは触らない 

機器本体とその周辺お 
よび調理道具び熱<な 
るため、やけどをする 
おそれがあります。 

* 特にルさなおテさま 
がいる家庭では注意 
して < ださい。 



受け皿 


強义で使用ずる場合なベの取っ手に炎 
びあたらないよラに义力を調節ずる 


やけどのおそれやなべの 
取つ手の破損の原因にな 
ります。 


Q 


ごとくに安定してのるなベを使用する 


底びすべりやすいなべ、 
径のルさいなべなど不安 
定ななべは使用しないで 
ください。傾いてやけど 
のおそれびあ D ます。 


Qf 〇 


バーナキヤツプを水洗いしたときは 
水気を十分ふき取る 


水'滴びバーナに落ちて目 
づまりし、点义不良にな 
ることびあります。 



〇 


点検-お手入れの際は必ず手袋をし 
て行う 

手袋をしないでお手入れする 
と機器の突起物などでけびを 
することびあります。 



水平で安定したところに設置する 


機器び傾いていると、調理中の銅などび 
滑り落ちて、やけどやけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

また事故や故障の原因になります。 


(S) 


r - おねがい 


点义操作をしてち点义しない場合は 
操作つまみを戻して、周囲のガスび 
なくなってか5再度点义操作をする 


すぐに点火操作をすると周囲のガスに 
点义して、を服に燃え移ったり、やけ 
どをするおそれびありまず。 



窓か5吹さ込む風やを暖房機器の風、 
扇風機の風などを機器にあてない^ 

機器焼損や作動不良の原因になります。 (\ 


みそ汁などを温めなおすときは义力 
を弱めにして、よくかさ混ぜなび5 
温める 

強义で急に温め直すとなべ底に沈んだみそび突然 
噴を上がり（ま沸現を）、みそ汁などび飛び散っ 
たり、なべびはね上びってひっくり返ることびあ 
ります。特に、だし入り豆みそ（ホみそ 
など）にを意してください。 

【突沸現象について】 

突;'弗現象とは、突然に沸騰する現象です。水、牛 
乳、豆乳、巧、みそ汁、コーヒーなどの液体を温 
めるとさに、ささいなさっかけ（容器をゆする、 

塩、砂糖などを入れる）でをじます。直义でこれ 
5を温めるときにち起さることびあります。 

この現象び調理中に起さると、なべびはねあびっ 
たり、高温の液体び飛び散るため、やけどやケガ 
をするおそれびありまず。これらの予防まとして 
巧の点にごを意ください。 

参カレー、 S —トソースなどのとろみのある料理 
やみそ汁などの汁物の温めは弱火でかさ混ぜな 
びら加熱する。（強火で急に加熱しない。） 

参熱々の汁物に塩、砂糖などの調味料を入れる場 
合は、かしさましてか5行う。 

参銅の大ささにあった火力で加熱する。 




■この製品は家庭用ですので業務用のよラな使用をすると機器の寿命び著し<短<なります。この場合の 
修理は保証期間内でを有料となります。 

■使用中ちとさどさ正常に燃焼していることをお認してください。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。をし、お客様で旧機器の処理 
をする場合、乾電池を使用している機器は、乾電池を取りがしてから正規の処理を行ってください。 
■巧めて使ラとさやしばらく使わなかったときなど点义しにくい場合びあります。ゴム管内に空気び入っ 
ているためでず。繰り返し点义操作してください。 

■トッププレートの手前を強い力で巧さえないでください。トッププレートび浮を上びることびあります。 
















































温度センサーを正し <作動させるために化ずお守り < ださい 


1 


この製品は全てのコン□に温度センサーびついています。 


温度センサー 


A 警告 



耐熱ガラス容器、±なべなど、熱び伝わ 
りにくいもので揚げもの調理はしない 

天ぷらミ由過熱防止機能び働かず、発乂ずることび 
あります。 


揚げもの調理には200 mfilU 上の油を 
入れる 

調理ミ由の量び 200 me 未満の場合、温度センサーび 
働かず発乂することびあります。 


巧感 

耐熱ガラスなベ ±なべ 


圧力なベ 






巧ち出しなベ 丸底中華なベ 



〇 

200 mGLU 上の 
油を入れる 


温度センサーの上面となべ底の中/こ、び密着していないときは、使用しない 

そのまま使用ずると温度センサーが働かず調理油が発火することがあります。 

なべ底と温度センサーの間には隙間や異物がないよラにして<ださい。また、安定性の悪いなべは使用し 
ないでください。なべの重さは調理物を含め3日0旨し:!上が必要です。 




300 gL ツ上 


口 


么ミ主意 t 


〇 

温度センサー 
に密着させる 



異物戶^傾き 


Q 


温度センサーに強いショックやキズをちえない 

温度センサーび故障する原因となります。 


ミ 


辕 & 


温度センサーびスムーズに上下に動くか確認する 

また温度センサーとなべ底の密着する部分はいつを清潔にしておく 

ちれび付着したり、動さび悪いと温度センサーびなべ底の温度を正し <感知でさず、調理油の発乂の原因 
になります。お手入れしてを温度センサーの動きび悪いときはお買い上げの販売店かお近くの当社までご 
連絡ください。 






























































3 設置について 

■部品のセット 


•箱から機器を取り出し、あて紙や 
捆包部材やテープを取り除<。 
•ご家庭のガスの種類と機器の鈴板 
に表示されているガスの種類び合 
つているか確かめる。合つていな 
い場合は設置をやめて、お買い上 
げの販売店かお近くのガス事業ち 
まで連絡する。 

( r 必ずお守りください」参照） 



ごと< 

3本並んだ m を手前 
にしてセツトして< 
ださい。 

受け皿 


パ’ーナキャップ 

ルさいほラび標準 
バーナ用でず。 

標準パーナ 


パーナキャップのセット 


バーナキャップ上面の 
「オク」を奥側にして、 
突起を切り欠きにはめ 
てセットずる 
♦バーナキャップは 
大（八イカロリー 



バーナ）、ル（標準バーナ）びあります。 


-A ミ ± 思 

浮を-傾きのないように正しくセツトずる 

^不完全燃焼ゃ义災の 
原因になります。 



まけ皿のセツ I- 

「左」マークのあるほうを八イカ nu - バーナ（大 
さいちのバーナ）側に、「ち」マークのあるほラを 
標準パーナ側にセツトする 

参「テマエ」マークを手前にし、切り欠きを炎検出 
部に合わせてセツトしてください。 


r A ミち局 

左ち前後を間違えないよラに正しくセツトする 


:特に八イカ nu —バーナ側に 
マークの受け皿をセット 
しないで < ださい。 
不完全燃焼や乂災、故障 
の原因になります。 




乾電池のセツト (アルカ IJ 乾電池単 1 あ 1.5 V 2 個 K 


①電池ケースのツメをつまみ 
なびら矢印ち向にまっすぐ 
引いてフタを開ける 



③乾電池の©をちにして入れ、先に入れた乾電池 
を左へ押しなびら2個目を入れる 


③電ミ也ケースのフタを閉める 



おねびい 

•電池ケースに水などの異物び入った場合は、 
電池接軸不良の原因となるため、ふきとって 
されいにして < ださい。 

♦乾電池は新しいものとちいもの、または違う 
種類のをのを混ぜて使わないでください。寿 
命び短<なりますし、乾電池び液漏れずるこ 
とびあります。 

•乾電池はアルカ U 乾電池をご使用ください。 
マンガン乾電池を使用の場合は寿命び短くな 
りまず。 

♦乾電池の寿命は通留の使いかたで約1年です。 
ただし、付属の乾電池は工場出荷時に納めら 
れたをので、自己放電のため寿命び短<なっ 
ている場合びあります。 








































■設置場巧と周囲の防义搭置 

一酸化炭素中養や义災、やけどの原因となりまずので正しく設置してください。 

* 防义措置は各地の乂災予防条例に従つて行って < ださい。 


lA 警告 


下記の条件を満たしている場所をお選びください。 

* 設置をに、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行ラ場合も設置き準をお守りください。 


参風びがを込まない 
参水や熱びかか6ない 
•換気が良い 

参上に照明器具などの樹脂製品びない 


参水平でを定している 
•落下物のを険がない 
•上に湯沸器がない 
•周囲に可燃物びない 



0 


周囲に可燃巧 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板や薄 
いタイ J レなどの不燃なを可燃性の壁に直接貼り付けた壁、 

たななど） のある場合 

♦トッププレートより上の側面およびを面は1已 cmL ソ上、 
上部はトッププレート上面より1 00 cm け上離す 
•上記の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り付ける 


■防熱板について 

別売の防熱板 A 、 B 、 C または金属(がの厚さ3 mmL 乂上の不燃巧を図のよラに取り付けてください。 
(防熱板 A , 巨は壁とトッププレートとの際間び2已 mm 必要で、取り付けち法は壁にネジ止めとなります。） 



M 則面-背面 
隙間 

1 cm じ(上- 


0 cm 
じ(上 


30 cm 

社 


こ^^ 


防熱板 A 


〇 0 


参流し台などの側面 


防熱板 C 


>上ち 


不燃材 


-防熱板 B 

0 cm 

社 


隙間 


1己 cm 
社 


1 cm しソ上 

トッププレート面がほいとを 



80 cm 

U 上 

0 0 


1巳 cm 


ゴム管接続の場合 


用意ずるちの：¢9.已 mm ガス用ゴム管（新品）1本 

辟 K 市ガス用と LP ガス用びあります。 

1お使いのガスに合わせてお還びくださし、。 

ゴム管止め2個 


① ゴム管を機器に舰れないように適切な長さに切る 

② 両ちのゴム管口のホい線までゴム管を差し込みゴム管止めで止める 

③ ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める 


機器側 


ガスお 側 



ホい線 


© 



























































⑤ ガスおを閉めるとを 

コンセント継手のす 
ベりリング（白色） 
を手前に引く 



♦コンセント継手を差し込むとガス栓が開さます。参コンセント継手がはずれるとガス栓が閉まります。 


ガスコンセントについて 


r ガスコンセント」は、ガスコード等を取り付けると自動的に開栓し、取りはずすと自動的に閉栓します。 


ガスコード接続の場合- 

* ガスコードを接続する場合は、ガスを側びコンセントになっていないと接続でさません。 
従来のガス栓で使用ずる場合は、ガス栓用プラグび必要です。 


Filbl ;-; 細別防巧を 


① 下図のように、まず器具用ス U ムプラグを機器のゴム管差し込み□に取り付ける 

② 次にガスコードの器具用ソケットを器具用スリムプラグに"カチッ”と音びするまで差し込む 
(器具用スリムプラグに同捆してある取扱説明書に従ってください。） 


器具コム管差し込み □ 


器具用ス U ムプラグ 


器具用ソケット 


陰^圆 


3剛四彌 


赤い線 


(ガス栓がガステーブル用であることを確認してください。 


-ガスコード 


•フタを開ける 

フタのち端を 
押す 





ク 


4 電池交換について 


使用時におし5せサインび点なしたとをは、電池が消'耗していまずので、新しい乾電池（アルカリ乾電池 
単1お1.已 V 2個）と交換してください。 （ 「設置について乾電池のセット」参照） 

そのままにしておくと使えなくなります。 

♦電ミせび消耗してくると安全装置び作動しなくなるので、操作つまみを回したとき点义してち、手を離すと消 
乂するよラになります。操作つまみを「開」の位置で保持し続ければ点义していまずび故障の原因となりま 
ずのでおやめください。 

♦電池びすっかり消耗したときは、おしらせサインの点なはしません。 
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5 コン□のほいかた 

^ コン□を巧ラ前に 


おねびし、 

♦なべに付いた水滴はふさ取ってからごとくにのせてください。ホ分な熱び必要になるラえ、水滴びバー 
ナに落ちて目づまりし、点乂不良になることをあります。 

♦なべをごとくにのせてから点乂したほラびより点义び確実になりまず。 

参煮こぼれにミ主意してください。機器の内部に侵入しますと機器故障の原因になります。また、トッププ 
レート、ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼さついたりして、機器を早くいためます。 

♦焦げつお肖乂機能び付し)てし、ても調理によってはひどく焦げついてしまう場合びあります。 

焦げつをやすい調理の場合、弱乂（最弱义力）でよ5すを見なびら調理して<ださい。 

《焦げつをやすい調 S の例》水分び少な<、調味料びをい調理.カレーやシチューの再加熱 
参揚げちの調理は標準ノ（ーナの使用をおすずめしまず。 


■温度センサーを正し<作動させるためにお守り <ださい 

特に揚げちの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止できないことびありまず。 



揚げちの調理時は、200 mO な上のミ由を入れる 


なべの重さは、食巧を含んで30 Og な上とする 

なべ底の中むを、活度センサーの巧部に密着させる 

※なべ底の中むと温度センサーの上面び密着していない 
ときは使用しないでください。 



調埋に適したなべを選ぶ（下表） 〇 : 適ずる X : 適さない 


なべなどの種類 

油調理 

そ if の 
(煮物など） 

備考 

揚げちの 

炒めちの 

が© 巧 © 

ホー□ー ステンレスなべアルミ.無水なベ 
なべ （多層を含む）鉄なベ 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アル S •鉄-ステンレス(多層を含む） 

着 

フっイパン 平底中華なベ 

〇 

〇 

〇 

がめちの調理時フライ J (ンを返ず動 
作を何度ち斤い、温度センサーとな 
ベ底び密着していない時間び長<な 
ると、途中消义ずることびあります。 

天ぷらなべ 

〇 



揚げわの調理なかの調理には適し 
ていません。 

巧が *©= 

耐熱ガラスなベ ±なべ 圧力なベ 

X 

〇 

(ただし,消火する 
場合びあ 0 ます） 

〇 

(ただしミ肖义する 
場合びあります） 

揚げちの調理には適していません。 
発火することがありますので、使 
用しないでください。 

巧ち出しなベ 丸底中華なベ 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げちの調理!^:^外の調理は、なべ底 
の中むと温度センサーの上面が密着 
していることを確かめて<ださい。 

獻焼網 

/ 


X 

消义したり、トッププレートの変 
色等の原因になります。 


⑩ 




















使用中、自動的に弱义になったとまは【異常過熱防止機能び働いていまず】 



けめちの調理•焼をちの調 S など比較的温度の高い調理や、なべのか6焼きをしたとをに、弱义な強义と义力 
を自動調節し、なべなどの異常過熱を防止ずる機能でず。この状態び30分む上続いた場合、または弱义状態 
でち温度センサーが更に高い温度になった場合は自動消义しまず。 

•から焼さなどでなべの温度び急まに上昇すると、 安全_のため加熱を中でち)《»5^^をいっちん弱く し、 異常高温 
に達しないよラ义力を自動制御します。 

•なべの温度び安全な温度まで下びると再び強义（ちとの义力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 炎の大ささび自動的に変わります。やけどの恐れびあるため、ノ くーナ付近には顔や手を近づけないよラにし 
てください。 

* 自動消义した場合は、なべなどび相当熱くなっていますので、やけどなどにミ主意してください。 

* 再使用する場合は、操作つまみを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点乂操作をしてください。 


☆ワンポイント：炒めものなどの調理をする場合には、先になベを加熱し、自動的に弱火になったときが具材の 
入れ頃です。 


コン□のほいかた 


1準備 

操作つまみが r 止 J の位置にあることを確かめて、ガス栓を 
全開にする 


2点义- 

① 操作つまみをいっぱいに押しながら「開」の位置まで回す 


② 手を離しても点义していることを確認する 


開 




3义力調節- 

炎を見なが5つまみをゆっくり回す 

♦弱乂でお使いのとさは、立消えにごミ主意ください。 

♦使用中ちときどき燃焼を確かめてください。 

※使用中、センサー温度び高くなると、自動的に強火•弱义 
を繰り返し、なべなどの異常過熱を防止する機能び作動し 
ます。 


弱 



4消义- 

⑦操作つまみを r 止」の位置まで戻す 

♦消火を確かめてください。 


② ガス栓を閉める 

* 燃焼中、ガスをを操作しての消乂はしないでください。 




















6 まを装置について 


广 


■次の安全装置が付いています。 


おし6せサイン 



…2回点滅 （1 已分間） 
…1回点滅 (1 己分間） 


をを装置 

機能説明 

処置ち法（消义に気付いたときは…） 

立消え 
安全装置 

風や煮こぼれなどで炎び消えた 
ときに自動的にガスを止めます。 

すぐに操作つまみを戻して消火状態にしてくださ 
し、炎び消えてからガスび止まるまでしばらく時 
間びかかります。再点义するときは周囲にガスび 
な < なるのをまって < ださい。 

天ぷらミ由 
過熱防止機能 

調理ミ由び過熱による発火をする 
前に自動消义します。 

操作つまみを消火が態にしてください。再点火す 
る場合は、みし時間をおいてから（油の温度び適 
温になるまでそのままお待ちいただいた後）点义 
操作してください。 

* なべや調理によってはを中で消义する場合びあ 
ります。 

おしらせサイン 

2回点滅 

焦げつを 
消火機能 

煮物等の調理中になべ底び焦げ 
つを始めたら、自動消火します。 

操作つまみを消义状態にします。再点火時は更に 
焦げつさやすくなりますので、よラすを見なびら 
調理してください。 

* なべや調理によってはを中で消义する場合びあ 
ります。 

おしらせサイン 

2回点滅 

消し忘れ 
消火機能 

万一の消し忘れのために、点义 
を、約] 20分経過すると自動 
消火します。 

また高温状態で温度変化のない 
とさ（使用中、強火〇弱义を繰 
り返しているとさ）は約30分 
経過ずると自動消义します。 

操作つまみを消火が態にします。 

おしらせサイン 

1回点滅 


7点なとお手入れ 


A ま意’ 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼' 故障の恐れびあります。 


Q 


おねびい 


•点検とお手入れは、ガスをを閉め、機器びをえてから手袋をして巧ってください。 

(機器び;令えるまで時間びかかります。） 

♦曰常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

♦故障または破損したと思われるちのは使用しないでくださし、。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していただき、処置に困る場合はお買い上げの販売店かお近くの 
当社にご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

♦ま全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめしまず。（有償） 


























* 点検は削前ってください。 

♦機器のまわりに可燃物等はありませんか？ ♦各部品は正しくセットされていますか？ 
♦ゴム管は正しく接続されていますか？古くなっていませんか？ 

♦乾電池は消耗していませんか？ ♦巧れていませんか？ ♦ガス臭くありませんか？ 


お手入れのしかた 


♦機器や取りはずした部品は落とさないよラに気を付けて<ださい。けびや故障の原因になります。 
♦工具を使用しての分解は絶対にしないでください。異常作動や発火をしてけびの原因になります。 

♦お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてくださしん （ 「設置について」参照） 

おねびい 

♦シンナー、ベンジンや酸性'アルカ U 性洗剤は使わないでください。 
機器損傷の原因になりまず。また、印刷•塗装面にはみびきお、た 
わしなどの固いをのは使わないでください。表面を傷付けます。 
•ミちれはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧 
れび落ちにくくなり早くいたみます。 



お手入れには台所用中性 
洗剤をお使いください。 


■ごと<、受け血 

巧れたとをは台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 


■おお出部、 電極 

巧れや水気が付いたとをはやね6かい巧でふを取る 

* 巧れや水気び付いていると点火しにくくなります。 

おねびし、 

取り付け位置を動かしたり、キズを付けないでください。 
故障の原因になります。 



■パーナキャップ 

炎が不ぞろいになつたとさは、あなやみぞをブラシやはり金等巧 
の細いちのなどで掃除ずる 

* 目づまりをすると点火不良や不完全燃焼の原因になります。 

^黒バーナキャップについて- 

表側の黒い部分はスポンジなどのやわ5かいちので台所用中性洗剤を使用し 
て洗ってください。万一、黒い部分びはびれてちそのままお使いになれまず。 



■トッププレート 

巧れたときは乾いた巧でちれをふを取る 

•ミちれの落ちにくいときは台所用中性洗剤でお手入れし、乾いた巧で水気をふさ取ってください。 

戸フッ素コートにつし、て- ' 

参お手入れにはスポンジやななどのやわらかいをのをお使いください。ナイ□ンたわし、金属た 
わし、みびさ粉などの固いをのは表面をキズ付けるので使わないでください。 

参スポンジでをとれないしつこいちれは乾いた巧や柔らかい紙をお使いください。 

♦中性洗剤しソ外の洗剤(レンジク U - ナー、漂白剤などのアルカ U 性洗剤)は使わないでください。 

フッ素コートをいため、シ5や変色の原因になりまず。 

♦巧れたままにしておくとシ5になることびあります。 

■長期間のご使用によりフッ素コートび変色ずることびありまずびフッ素の効果には影響ありません。 

\_ J 
















■温度センサー 

温度センサーびちれたとをは温度センサーに 
片手を添えて水気を固くしぼった巧で’;ちれをふを取る 

* ちれび付いていると温度センヴーの感度び悪くなりまず。 

おねがい 

温度センサーにキズをつけないでください。故障の原因になります。 




祝璋かな？とおった S 

故障かな？と思ったら、なのことをお調べください。下記の現象に当てはまらないとを、また処置をし 
てをなお異常びあるとをは、お買い上げの販売店かお近くの当社までご連絡ください。 


現 象 

原 因 

処置方ミ去 


ガス栓の開を不十分 

ガスおを全開にずる 


乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 


乾電池の取り付けび悪い 

正しくセツトする 


ゴム管の巧れ巧がり-つぶれ 

ゴム管の巧れ曲びりを直す 


ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 


バーナ炎口の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをずる 

点火しない 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

点火しに<い 

受け皿のセット不良 

正しくセツトする 

使用中に消乂ずる 

ゴム管内に空気び残っている 

点火操作を繰0返す 


点火操作び不適切 

操作つまみを保持する時間を長くする 


炎検出部び水城れした0巧れている 

炎検出部のお手入れをする 


アルミ適のしる受け皿を使っている 

アルミ迫のしる受け皿を使わない 


LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくな D かけている 

ボンベを交換する 


温度センサーとなべ底び正しく接触していない 

温度センサーとなべ底を正しく接触させる 


安全装置び作動した 

安全装置が作動したとさの処置ち法を参照する 

おし5せサインが点なずる 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

おし6せサインが点滅ずる 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ちまを参照 
する（サインは]已分間点滅） 

黄色のがで燃える 

バーナ炎口の水滴や汚れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをずる 

炎がま定しない 

パーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

異常な音をたてて燃える 

受け皿のセット不良 

正しくセツトする 


ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 

ガスのいやな臭いがずる 

ゴム管のひび割れ-巧あさ 

新しいゴム管を交換する 


バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 


故障ではない場合 

理 由 

点火•消火のとさに「ボッ」といラ音びする 

点火時•消火時に「ボッ」といラ音びする場合びありますび、異常ではあ 
りません。 

使巧中「シャー」といラ音びする 

燃焼中のガスの通過音です。異常ではありません。 

※万がーガス臭い場合は、使用を停止してください。 

コン□を使用中「カチッ」とい5音びする 

火力を調節するときの機器の音で、異常ではありません。 

使巧中、弱火になる/乂力び変化する 
コン□を使用中、強火弱火をくり返す 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。 

再点火してちすぐ弱火になる 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。 
しば5く待ってか5再点乂してください。 







































保管と アフター ヴー ビス 


保管(長期聞使わないとを） 


① ガスをを閉め、ゴム管をはずず 

② ごみ-ほこりが入 6 ないよラにビニールやテープ等でコム管□をふさぐ 

③ ちれを取り除く （ 「点検とお手入れ」参照） 

④ 乾電池を取りはずず 

⑥箱またはビニール袋等に入れて、湿気やほこりの少ないところに巧管ずる 



m アフター ヴー ビスに ついて 

画点検•修理を依頼されるとき 

「故障かな？と思ったら」を見てをラー度お認し、それでち直ら 
ないとさは、お買い上げの販売店かお近くの当社までご連絡く 
ださい。 ァフターサービスをお申しつけのとをはち記の内容を 
お知 6 せ < ださい。 

★なお、修理のご依頼は、 【電話】 0120 -193-860 

でを 24 時間受付いたしまずので、ご利用ください。 


( f ご住所•ご氏名 • 電話番号 \ 

吕.現象(でさるだけ詳しく） 

3. 品名•器具名(銘板表示のもの） 

4. ご購入曰•ガス種 

、 己箇慣•目標 JJ 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

:!ヒ海道サービスコールセンター 
東 j ヒサービスコールセンター 
関東サービスコールセンター 
中曰 本サービスコールセンター 
近畿サービスコールセンター 
中 四国サービスコールセンター 
九帅 1 サービスコールセンター 

〒〇日 1-0033 札幌市化区北 33 条西 7 T 目]- 1 
〒日 83-0041 仙台市宮城野区南目館 20-] 0 
干 170-000 日東京都豊島区南大塚 3-1 -日藤枝ビル巨階 
干 4 日 7-8585 名古屋市瑞穂区桃園町目一 23 
T 550-00 13 大販市西区新町 3-13-20 パ□マアワザビル 2 階 
干 732-0804 広島市南区西聲屋 3 T 目 8 - ] 2 
干 812-001 日福岡市博多医博多駅南 2-9 - ] 3 

01 1-72 巨- 2822 
022 -23 日- 184 扫 
03-39 呂巨 -08 巨 0 
〇已 2-824 - 己]扫扫 
06 -日已 34 -巨 7 已 1 
〇扫 2-2 己 2-8341 
092 -472-0924 

01 1-73 巨- 7374 
022-238-0838 
03-3 白 8 巨- 089 已 
〇已 2-824 -己巨 70 
〇已 -6 己 34 -日 7 己已 
〇扫 2-2 已 3-2400 
092 -471-8400 

受付時間 

平日 日： 00 〜 18: 30 

±曜日-日曜日•祝日 日： 00 〜 17 : 00 (修理受付のみ） 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであ5かじめご了承願います。 


■別売35品のごあんない 

次のよラな別売部品を用意しております。 

防熱板は「設置について」を見て、取り付けかたを確認 
してください。 

詳細はお買い上げの販売店までおたずねください。 



■補修用性能部品の保有期間について 

補修用性能部品は当製品製造巧ち切り後、5年間保ちしております。 

バーナキャップ、受け皿、ごとく等び長年のご使用でいたんだ場合にはお買いホめください。 

お買いホめの際は、必ず銘板の器具名をお知らせください。 

■ガスの種類が変わるとき 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上げの販売 
店かお近くの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でも有料となります。 

■その他ご不明の点は 

お買い上げの販売店かお近くの当社または「お客様相談室」までご連絡ください。 


パ□マお客様相談室 干4日 7-8585 名ち屋市瑞穂区桃園の日ま23号 TEL 0已 2-824 -已14已 
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仕様 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することもありまず。 


品 名 

PA -2 8 F ■ PA ^< 25 CF 

質量(本体） 

4.8 Kg 

器具名 

PA - 28 F ■ PA -2 8 F-T ■ PA - 28 F -3 ■ PA ^( 25 CF 

ガス接続 

09 . 5 m m ガス用ゴム管 

型式名 

A 2 -3 -2 ■ A 2 -3 -2 (3 ) 

安全装置 

立消え安全装置■消し忘れ消火機能- 
焦げ〇さミ肖乂機肯目. 

調理油過熱防止装置巧ぷら油過熱防止機能） 

種 類 

ガスこんろ 

点火ち式 

圧電点火装置 

外お寸法 
(機器最大） 

高さ 10 2 X 幅日日 8 X 奥行 3 6 4 mm 

付属部品 

乾電ミ也単 1 お 1 .5 V (2 個） 

-保記書-取扱説明書 


使用ガス 
ガス グループ 

ガス消’費量 kW 

標準 バーナ 

ハイカロリーバーナ 

全点义時 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

1 2 A 

2.3 3 

3 .2 6 

日. 4 0 

1 3 A 

2.5 0 

3 .5 0 

5.8 0 

6 A 

2.4 0 

3 .1 0 

日. 3 0 

L 1(6 B ,6 C |7 C 用） 

2.4 0 

3 .0 0 

日. 2 2 

L 2 (日 A ， 日 AN ， 日 B 用） 

2.2 0 

2.4 5 

4.3 0 

L 3 (4 A ,4 B ,4 C 用） 

1 .5 5 

2.4 0 

3.7 0 

LP ガス巧 

2.4 5 

3 .0 2 

5.4 0 


* 型式名 A 2 - 3-2 ( 3 )は 1 2 A ，1 3 A ， LP ガス用のみです。 


■外形寸法図（単位 m m ) 


558 


1 i 


(TD (ID ゴ ‘ 

0 

の 

CM 

O 


364 


340 

30 

— 


1 ~Ini - 



0 0 

1' 屋 


I 因 


:保証書; 


名 


PA -2 8 F - PA - K 25 CF 


ガステーブル 


このたびは当社製品をお買い上げいただきましてありがとうご 
ざいまず。この保証書はお客様の正常な設置’使用状態において 
万一磯器本体が故障した場合には、本書の記載内容で無料修理 
を巧うことをお約まするものでず。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書，本が貼かけラベル等のを意書きに従った正常な設置’巧用 
状態で故障した場合には，お買い上げの販売店かお近< のパロマがお 
料修理致します。 

2. 保 i 正期間内に故障して無料 修理^^^^ 

かお近くのパロマにご 依頼のう^ 

および離島にをずる遠隔化への - — 


る実費を申し受けます。 

ご転居の場合は事前にお買い上 
ご贈答品等で本保証書に記入し 
巧頼できない場合には，おぶ< 


-提示くださし、。な 

張修理を行った場合には出張に要す 


5 . 保証期間巧でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）取扱説明書によらないでご使用になったり使用上の誤りおよび不当 
な修理や改造による故障および損傷 

(口）お買い上げ後の巧付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合；， 
を下等による故障および損傷 

(ハ）公害、乂災、水害、地震、を雷、ま結等の天災地を、ねずみ■烏- 
く も- 屋虫類の侵入、異常電圧（電気部品搭載の機器の場合）、供 
給事情（燃料■給水等）などによる巧障および損傷 
(二）一般家庭用レ U か（例えば、業務用使巧、車辆、船舶への搭載等）に 
使用されわ場合の巧障および損傷 

I ホ; ぶ 書にわ置い卜けな 日円 — _ たを な名‘販売店名の記入擦印のない場 


巧名、販弓 

おの取替えおよび保守写 ） 費巧 


へ）消巧部おの取替えおよび保守驾 
がない場合 



* この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約まするものです。この保証書によって保証書を発行している者（保 
証責任者）、およびそれな外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありません。なお、保証期間経過後の修理等につ 
いてご不明の場合は、お買い上げの販売店かお近くのパロマにお問い合わせください。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧〈ださい。 

⑩ 



























































































